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☆先生の青春時代に出会ったおすすめの本☆ 

先生方のコメントも参考に、明健中図書館や公共図書館等に足を運び、ぜひ、読んでみて下さい。 

橋本ゆかり教頭 先生  

○車輪の下   ヘルマン・ヘッセ 

 ヘルマン・ヘッセの『車輪の下』は有名すぎるほ

ど有名な作品です。ですが、タイトルは聞いたこと

があっても、その内容まではご存知ないという方も

結構多いのではないでしょうか。この作品が発表さ

れたのは１９０５年のことなので、今から１００年

以上前のことです。ですが、当時すでにヘッセは「も

のを作り出すという行為は、人間に活気を取り戻さ

せる最善の方法だ」と書いています。 

とにかく何の救いもない結末の文章ですが、人間

の生きる意味、生きていくうえで大切なことは何な

のか、読む人の年代や経験で様々なとらえ方のでき

る作品だと思います。細かい内容は忘れてしまうの

ですが、暗く、でも美しい描写の中に、いつまでも

不思議と心がとらえられてしまう一冊です。 

根本太一郎 先生 

○十二番目の天使  オブ・マンディーノ 

 ティモシーという少年は、他のどの選手よりも

体が小さく、人一倍運動神経が悪くて、打席に立

っても球はバットのかすりもせず、守ってはエラ

ーを起こす難儀な子。しかし、この子はいつも信

じられないほど元気で、口癖のように「僕は毎日

よくなっていく」と自分を勇気づけ、「あきらめ

るな！絶対、絶対あきらめるな！」と大声でチー

ムメイトを励まし、三振したって決して落ち込ま

ず、胸をはってベンチへ戻ります。 

 中学生の自分にとって実直に野球に打ち込む

ティモシー少年の姿にとても感動したものです。 

 みなさん、機会があればぜひ手に取って読んで

みて下さい。 

 

○ 2016年は『学校図書館年』  
今夏、学校図書館に関連した２つの大会が日本で開催されます。１つは世界各国から関係者や研究者が集う国

際大会「2016ＩＡＳＬ東京大会」。もう１つは「第 40 回全国学校図書館研究大会神戸大会」で、２年に１度開

催される学校図書館の全国大会です。この２つの大会が開催されることなどから今年は

「学校図書館年」とされ、学校図書館の活性化が呼びかけられています。学校司書の配

置を進めるなど、学校図書館の整備・活性化を図る神戸市の取組は、神戸大会で発表さ

れる予定です。 

２つの大会が開催されることをはじめ、日本国内では、昨年「改正学校図書館法」が

施行され、学校司書が法制化されたこと、学校図書館の重要性が認識されはじめたこと、

諸外国からも日本の学校図書館への関心が高まっていることなどから、学校図書館議員

連盟会長・河村建夫氏らにより、今年は「学校図書館年」とされました。より多くの人

へ、学校図書館の意義や目的、活動等に理解を深め、学校図書館および学校教育の充実・

発展を図るため、学校・団体・機関等との連携を図っていくとされています。   ※ 教育家庭新聞より参照 



○大盛況 中学校図書館 小学生へ開館 
 

 

 

 

 

 

 

 【カウンターで借りる 2年生】  【中学校図書館常連組です】  【おもしろい絵本はどれかな】 

 

○日本国憲法を読んでみませんか？ ～3分類（社会科学）～ 

1947年のこの日に日本国憲法が施行したのを記念して、1948年 7月公布・施行の祝日法によって制定されま

した。 

日本国憲法は 1946 年 11 月 3 日に公布され、半年の準備期間を経て翌 1947 年 5 月 3 日から施行されたこと

を知っていますか。前文と 11 章 103 条の本文で構成され、「国民主権」「戦争放棄」「基本的人権の尊重」を基

本理念としています。 

なお、公布日の 11月 3日は、日本国憲法が平和と文化を重視していることから「文化の日」になっています。 

 

「司書のつぶやき」 

ビブリオバトルで三連覇した「ドラえもん短歌」を読んでみた。 

なぜ、こうも小学校高学年や中学生にウケるのか…他にも心動かされる本があるのに…と思いながらペー

ジをめくっていくとこんな短歌が目に留まった。 

「君とした ひみつ道具でどれが好き？ みたいな話ばかり思い出す」 

これにはやられた。なぜって、私もその昔、学生だったころに心寄せていた女の子と同じ話をしていたか

らだ。そして、家にあった我が子の漫画「ドラえもん」を読んでみると、しずかちゃんのパパが言ったセリ

フが頭から離れない。 

「のび太くんを選んだきみの判断は正しかったと思うよ。あの青年は人のしあわせを願い、人の不幸を悲

しむことのできる人だ。それがいちばん人間にとってだいじなことなんだからね」 

なんだか、心に沁みた言葉だった。 

学校司書として不覚・・・「ドラえもん短歌」がなぜ三連覇したかが理解できた。 

 


